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○概況（2014年２月～2014年４月30日） 

・噴気、地熱等の状況（第１図、第３図、第５～７図） 

ミリオンダラーホールでは、2012 年２月上旬から水蒸気噴火が繰り返し発生しているが、2013

年４月12日以降、噴火の発生は確認されていない。 

阿蘇台東（阿蘇台陥没孔の東北東約 900ｍ）に設置してある遠望カメラでは、島西部の阿蘇台

陥没孔からの噴気は少ない状態で、噴気の高さは０～60ｍで経過していたが、2014年１月４日

以降、噴気はほとんど認められなくなった。また、島北西部の井戸ヶ浜からの噴気は認められな

かった。 

海上自衛隊の協力により、３月５日から９日にかけて実施した現地調査では、島内の噴気、地

熱などに特段の変化は認められなかった。 

 

・地震活動（第４図） 

気象庁が地震観測を開始した2011年３月から、地震活動は比較的活発な状態が続いていたが、

2012年５月５日以降、火山性地震は概ね少ない状況で推移していた。2014年３月以降火山性地震

がやや増加し、増減を繰り返しながら経過した。硫黄島の海上自衛隊によると、３月12日20時

33分頃、22日22時27分頃および23時23分頃に発生した振幅の大きな地震により、現地で揺れ

を感じたとのことであった。 

３月23日11時40分頃に継続時間約50秒の振幅の小さな火山性微動が発生した。また、振幅

の小さな単色型の火山性微動（継続時間約40秒～１分30秒）が２月に３回、３月に１回、４月

に３回発生したが、これらの火山性微動の発生した時間帯及びその前後に、その他の観測データ

に特段の変化は認められなかった。 

 

・地殻変動（第８～９図） 

国土地理院のGNSS観測によると、2013年11月頃から沈降の傾向がみられ、2014年１月頃から停

滞気味であったが、２月下旬頃から隆起の傾向がみられている。また、島内南北方向の伸びの傾向

は継続している。 

このほか、島の北部の基線では縮みの変化もみられる。 

 

※ この資料は気象庁のほか、国土地理院及び独立行政法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

＊ 2014年7月14日受付 
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第１図 硫黄島 過去に噴火等が確認された地点 

Fig.1 Location map of the points where eruptions were observed until now. 
鵜川・他（2002，月刊地球 号外39）の第２図を元に2004年以降の事象を追加し再作成した。この地

図の作成には、国土地理院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』および『数値地図50mメッシ

ュ（標高）』を使用した。 
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第２図 硫黄島 観測点配置図 

Fig.2 Location map of observation sites in Ioto. 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所 

遠望カメラにより観測を行っている井戸ヶ浜と阿蘇台陥没孔の位置を赤字で示す。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』および『数値地図50mメ

ッシュ（標高）』を使用した。 

  

第３図 硫黄島 海岸付近の噴気の状況 阿蘇台東遠望カメラによる 

Fig.3 Visible images of Asodai crater(left) and Ido-ga-hama(right) on April 19, 2014. 
 左図：阿蘇台陥没孔の噴気の状況、右図：井戸ヶ浜の状況（2014年４月19日） 

噴気の状況 
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第４図 硫黄島 火山活動経過図（2011年３月８日～2014年４月30日） 
Fig.4 Volcanic activities of Ioto from March 8, 2011 to April 30, 2014. 
 震動観測：2011年３月８日運用開始 

【計数基準】・2012年１月１日以降：千鳥あるいは（防）天山で30μm/s以上、S-P時間2.0秒以内 

 ・2011年３月８日～12月31日：千鳥30μm/s以上、S-P時間2.0秒以内、あるいは 

 （防）天山20μm/s以上、S-P時間2.0秒以内 

▲：噴火、▲：噴火等が推定される事象 

４月29日=継続時間 約28分 

４月29日=継続時間 約２時間14分 

３月10日70回 

５月１日53回 

５月２日62回 

８月17日=継続時間 約16分 

４月27日134回 
４月28日51回 

４月27日446回 
４月28日124回 
４月30日68回 

４月27日119回 

８月17日=継続時間 約16分 

４月29日=継続時間 約28分 

４月29日=継続時間 約２時間14分 

10月23日54回 
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第５図 硫黄島 調査観測を実施した観測地点（３月５日～９日） 
Fig.5 Site location map of field survey in Ioto between 5 and 9 March 2014. 

 

  
第６図 硫黄島 阿蘇台陥没孔の状況（2014年３月５日撮影） 

Fig.6 Photographs of inside and around Asodai collapse pit on March 5, 2014 . 

  

第７図 硫黄島 阿蘇台陥没孔西側壁面の状況（左）と地表面温度分布図（右） 
Fig.7 Visible (left) and IR (right) images of western wall of Asodai collapse pit on March 5, 2014. 
・阿蘇台陥没孔の噴気の高さは５～10ｍであった。前回（2014年１月）調査と同様孔の中の湯だまりは

認められなかった。阿蘇台陥没孔北側の断層面及び地熱域での地中温度は前回調査時に比べて大きな

変化はなかった。このほか、島内の熱の状況に特に大きな変化はなかった。 

 

金剛岩 

阿蘇台陥没孔 

翁浜（摺鉢山より観測） 

摺鉢山 

為八海岸 
離岩温泉跡 

ミリオンダラーホール 硫黄ヶ丘 

北の鼻 

2014年３月５日 ８時36分撮影 

可視 

赤外 

天山 
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第８－１図 硫黄島 GNSS連続観測結果（2014年３月13日～５月22日） 
Fig.8-1 Results of GNSS observations in Ioto from March 13, to May 22, 2014. 
（国）：国土地理院 

基線①（父島Ａ（国）－北ノ鼻南）は第９図（GNSS連続観測点配置図）の①に対応する。 

グラフの空白部分は欠測。 

北ノ鼻南は2014年３月13日から観測を開始した。 

北ノ鼻南では大きな隆起がみられている。 
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第８－２図 硫黄島 GNSS連続観測結果（2014年３月13日～５月22日） 
Fig.8-2 Results of GNSS observations in Ioto from March 13, to May 22, 2014. 
（国）：国土地理院 

基線②～④は第９図（GNSS連続観測点配置図）の②～④に対応する。 

グラフの空白部分は欠測。 

北ノ鼻南は2014年３月13日から観測を開始した。 
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第９図 硫黄島 GNSS連続観測基線 
Fig.9 GNSS baseline in Ioto. 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 

GNSS基線①～④は第８図の①～④に対応している。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』および『数値地図50ｍメ

ッシュ（標高）』を使用した。 

 

 

- 94 -


